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「縦断スクリ」は AutoCAD で縦断図の作成を支援する EXCEL プログラム（VBA）です。 

エクセルで距離情報と高さ情報を入力するとAUTOCAD用のスクリプトファイルを吐出します

ので、そのスクリプトファイルを AUTOCAD で実行させることにより 

 

以下の手順で縦断図を作成していきましょう. 

 

1. 作成する縦断図 

河川縦断図,横尺度 Sh=1/250,縦尺度 Sv=1:100 ,S=1:100 の図面に作成(モデル空間で縦尺度

の方が等倍)（すべて A1 での尺度） 

 
 

作図する帯項目： 

  測点、単距離、追加距離、計画河床高、H.W.L、計画堤防高 

  (左岸管理用通路高、右岸管理用通路高の帯は非作図) 

 

作図する縦断ライン： 

  計画河床高、H.W.L、計画堤防高、左岸管理用通路高、右岸管理用通路高 

 

縦断ラインの基準標高 

  DL=55.0 

 

 

 



2. データの作成 

まず、EXCEL のマクロレベルの設定をします。ファイルメニューのオプション―セキュリ

ティーセンター項目のセキュリティーセンターの設定ボタンから、マクロの設定項目で、セ

キュリティーレベルを「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」以下にしてください。 

「縦断スクリ.xlsm」を作業するフォルダにコピーして、開きます。 

マクロを有効にします。 

 

 

「DATA」シートのデータを入力しましょう。 

開いたときの表だと、列の項目が 3 項目足りないので上の図の G 列を 3 回コピーして挿入

します。 

3 列分コピー 



 

 

 

 

データを入力していきます。 

別に作った EXCEL データの値貼り付けでも、このセルに計算式を直接いれても大丈夫です。 

 



 
 

不要な行は削除し、各セルの表示形式を設定し、桁を合わせていきます。 

 



 

 

次に、縦断ラインの画層名と帯、ラインの描画の設定をします。 

帯、ラインそれぞれ、描画したい場合は“1”を、しない場合は”0”を選択します。 

 



 

 

上図のように設定しました。 

次は「Excute」シートで、各設定をしましょう。 



 

 

 

① で、縦尺度、横尺度、図面尺度、基準標高の設定をします。 

今回はモデル空間上で縦尺度を等倍にするので、図面尺度を「縦尺度と同じ」のラジオボタ

ンにチェックをいれます 

② は帯の高さ、文字の大きさを設定する欄です。デフォルトのままでよいでしょう。 

 

③ 設定が終わりましたらこのボタンをクリックすると,AutoCAD のスクリプトファイルが

作成されます。「Zyudan.scr」という名前のファイルが、この EXCEL ブックと同じ場

所に作成されます。 

 

①  

② 

③ 



AutoCAD で新規作成を選びます。 

 

 
 

 

さきほど作成された「Zyudan.scr」を AutoCAD にドラッグアンドドロップします。 

縦断図が描画されます。 

 

ドラッグアンド

ドロップ 



 

 

 

あとは AutoCAD 上で色や枠などを設定し、見栄えを整えてください。 

以上で終了です。お疲れ様でした。 

 

 


